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中山素美子さん

「怒からローマが見えるj

でデビューした中山貴莞子

さんは、 6月 4臼封切され
た fシングルガ」ノレj に出

輔、安子評。 ζ れ1!も白活躍

が期待されます。福田県大

牟田市出身 24揖

人口 223，593人
世帯 70，837世帯
(58年 5月 1日現在〉

6月19日(臼コ
10' 00 ミス七夕コンテスト〈入場自由〉 市民センタ」

ゲスト シュガ}、乃生住之、堤大ニ郎、益巳告書、原

真祐実

子
世
た
ち
の
事
を
か
な
J

ス
る
七
夕
ま
つ
り
が
今
年
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。
七
月

六

日

(

さ

か

ら

十

日

(

日

)

ま

で

の

五

門

晶

、

東

海

道

車

通

り

を

中

心

に

掛

り

広

げ

ら

れ

大

穏

に

交

通

規

制

ま
す
が
、
す

t
L、
歓

恋

唱

は

駅

前

に

完

成

し

、

ポ

ス

タ

ー

は

同

銑

や

旅

行

社

な

ど

に

配

布

さ

れ

て

人

の

流

れ

の

規

制

む

ほ

か

に

、

今

年

い
ま
す
白
今
年
は
、
観
光
客
に
ゆ
っ
く
り
、
挺
し
く
、
安
全
に
見
物
し
て
い
た
だ
と
う
と
、
人
の
流
れ
を
規
制
も
七
夕
一
期
間
中
交
通
規
制
だ
行
わ
れ
る

の
で
と
注
意
〈
だ
さ
い
。
東
海
道
本
通

し
て
一
方
通
行
に
し
で
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
ほ
ほ
決
ま
っ
?
ほ
し
物
と
、
七
夕
の
話
題
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

り
の
中
心
商
底
街
は
、
七
夕
期
間
中
全

「

お

じ

い

ち

ゃ

ん

平

壇

の

七

夕

ま

っ

て

き

ま

し

売

市

民

の

み

な

芝

、

ζ
白
一
通
行
り
パ
レ
7

ど
が
新

E加
わ
り
ま
し
商
童
止
め
、
紅
(
合
町
、
明
石
町
、
見

つ
り
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
」
「
モ
今
年
も
、
デ
ィ
ズ
ニ
一
ブ
ン
ド
の
人
に
従
っ
て
い
た
だ
き
、
速
く
か
ら
お
越
た
。

ζ
白
践
踊
り
は
、
太
厳
守
打
ち
な
山
川
町
な
ど
も
議
制
さ
れ
ま
す
。

う
だ
ね
、
問
和
二
十
六
年
七
月
七
日
空
気
も
白
ミ
ッ
キ
1
マ
ウ
ス
や
E
T二
ア
し
白
観
光
客
の
リ
J
iダ
!
と
な
っ
丈
日
聞
が
ら
踊
る
品
目
壮
な
踊
り
で
、
花
巻
市
か
パ
ス
も
乗
且
降
り
す
る
場
所
が
一
部

ま
れ
だ
か
ら
、
今
年
で
三
一
十
二
輯
と
い
レ
ピ
白
人
気
一
も
の
め
だ
か
の
兄
妹
な
ど
雑
緩
和
白
協
力
に
お
願
い
し
ま
す
。
ら
二
十
人
の
踊
り
手
が
長
平
し
、
初
日
凌
除
き
大
幅
に
変
わ
り
ま
す
。
平
日
は

う
わ
け
だ
」
。
昭
和
二
十
忘
年
七
月
の
が
竹
師
り
の
話
砲
に
な
っ
て
い
ま
す
ロ
の
六
日
午
横
一
時
か
ら
、
木
遣
り
ま
と
正
午
か
ら
午
佳
十
時
ま
で
、
土
日
は
午

後
興
祭
を
き
っ
か
け
に
始
め
た
七
唱
え
ま
い
ず
れ
に
し

fも
、
豪
華
け
ん
ら
ん
花
巻
市
か
ら
燦
綴
ザ
い
行
進
の
あ
と
、
披
露
し

τく
れ
ま
す
。
前
十
時
か
ら
守
世
十
時
ま
で
、
駅
前
大

つ
り
も
、
今
ネ
」
一
一
ト
一
一
一
出
回
を
散
た
る
集
結
豊
か
な
竹
飾
り
は
、
開
光
存
期
間
中
の
躍
し
物
は
、
左
去
の
と
お
食
入
場
#
の
必
要
な
も
の
通
り
電
報
電
話
回
闘
に
帯
さ
れ
る
の
で

弐
日
本
一
点
七
夕
ま
つ
り
と
し
て
荷
役
絡
了
し
で
く
れ
る
て
し
よ
う
。

b
で
す
が
、
今
年
は
市
民
休
養
の
郷
花
入
場
枠
の
必
嬰
な
も
の
と
し
て
は
、
お
間
違
い
の
な
い
よ
ラ
に
。

日
開
叫
駐
車
場
は
、
オ
i
ミ
ケ
ン
シ
所

一

巻

市

の

童

謡

一

箆

(

し

し

)

腕

七

月

音

の

一

塁

u
タ
ま
つ
り
a

ト
を
掛
町
駐
車
場
は
お
悼
み

有
地
し
か
な
い
た
め
、
車
で
の
見
物
は

と
玉
温
曜
く
だ
さ
い
。

公
営
の
紅
呂
町
駐
車
場
は
、
器
開
南

仲
綿
が
交
通
止
め
と
な
る
た
め
、
…
般

車
由
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
錦
町
駐
車

場
だ
け
営
業
い
た
し
ま
す
。

合
観
光
客
の
ご
案
内

紅
谷
町
駐
車
場
の
一
階
に
あ
る
市
民

プ
フ
ザ
を
開
放
し
、
総
合
案
内
所
を
設

賓
し
ま
す
。
そ
の
胞
に
、
富
士
銀
行

前
、
駅
佑
口
、
南
口
、
再
口
に
案
内
所

を
議
置
し
て
、
観
光
案
内
や
迷
い
手
、

急
病
人
の
寄
謹
な
ど
浄
片
付
い
ま
す
。
友

達
な
ど
由
時
ち
合
わ
ぜ
な
ど
に
恒
わ
れ

る
と
長
利
で
す
。

ヨ
タ
歌
由
華
典
」
と
、
十
目
白
「
呂
産

フ
ァ
ミ
リ
ー
調
揖
」
の
一
一
つ
で
す
が
、

歌
白
祭
典
は
六
月
二
十
五
日
ま
で
に
往

復
は
が
き
で
申
し
込
み
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

劇
場
は
、
六
月
一
一
十
七
百
か
ら
市
民
相

談
室
で
入
場
券
を
配
布
す
る
ζ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
〈
申
し
込
み
先
導
は
左

記
の
と
お
り
〉

7月613(ホコ
13' 00 ，永遠 Dまとい行進
ク 鹿鱗りパレード

タ 平壇文化連盟公演〈民謡〉

14 ∞ じタまつり竹飾Dコンクール欝至宝
タ ミス七夕控鰭パレード

14' 15 川崎市消訪局音楽隊パレ}ド
15 日0 平壇文化連盟公諸〔民舞〉
15: 30 市内小学校音楽咋ノペレード

(器醤小、中原小、勝旗ノ'1'¥)

16' 00 平塩""苧選1協会少年少女パレ-~ 中心街

19' 00 むタまつり竹簡のコンクール夜景審査市 内

7月713 木〉
18' 00 平底文化連駿公憤仁子供音楽会〉
7月8日 C金〉
11 ' 30 平塩七夕おどり市民地おどりパレ」ド中心街
13' 00 平壇文化連盟公直仁詩吟〉 中央台民館

14 ， 00 竹飾りコンクーノレ入賞者表彰式 平塚信用金車

15: 30 七夕おど Dパレード 中心街

7月9日 f土〉
10 '00 七夕まつり撮影会〈フジフイノレム〉 中心街

モデル ミス七夕、ミスインタ}ナショサノレ等

13' 00 ミス七空市中訪問パレード 市 内

18' 00 三ラジオ臼本公開録音〈要入場券〉 市民セン次}

f平塩七夕まつりトヨタ款の祭典4

出諸 問山田洋とクーノレファイブ、ヒロシ&キーボー

申し込み往復はがきに住所、氏名を記入のうえ、干

邸 横慎市西区老松町19 ラジオ日本「トヨタ歌の祭

典」偶へ。 締め切り 6月2513消印有効抽せんで
1400人を招椿

7月10日〈臼〉
10' 00 ヒタまつり癒影会 Cサクラフィルム〉 中心街

モデル ミス七夕、一流モデノレ

11 ' 00 日産アァミ~-劇場 C嬰入掲非〉 市民センター

「家族そろっておたむしみショー」ザーモンキーズシ

ョロ、スーパーヒーロ}大集合協 (2回公簡〉

申し込み 6月27日から市主主明市民相談空軍で配布する

13' 00 郷土芸能大全日ヨ模人形士築地〉 中宍公民館

14' 00 ミス七夕・七空女支市中パレード 市 内

音楽隊パレード 中心街

県響音楽ほと力三ラーガー町家、[J産車悼パトントヲ

ラ一二て、 1]産車体ベイシルバー、神奈川社会奉仕協力

lJj音楽隊、平壇パトンクフブ、 4吃日産莞マーチングバン
ド、ヨコハマUFOトーノレフラッグチーム、 SANマ
チングスクール、東山少年少女音楽隊、棄野少女ラ

ッパ鼓笛降、寒川何回バトン設笛院

川"“川l
7月 6臼-1叩O日 l凶0'0叩O 第 2回力ナガヲ.ピエンナ一レE患塁際
児童輩量彊展〈梅墜テヂ宕勺ノ，-ト〉、七夕記念切手展(ヨスカ西国IJの公

露関〉、七夕記念タパコ麗示会〈会場未定〉

7月10日〈日)10 ' 00 俳句大会〈図書館〉、囲碁大会〈勤労
会館〉、将棋大会〈花水公民館〉、 11'00 I11棚大会(市民セ
Yター〉、 13'00 短歌大会(IIiIJ正常会館コ、揖射神事「事々九
手控式J (平塩八曙宮〉

A
V
咋
の
七
夕
ま
つ
り
は

w
由
っ
く
り
一
《
単
行
で
す
。
(
下
図
書
問
)

楽
し
く
、
ま
令
じ
見
物
し
ま
し
ょ
ヨ
H

ζ

の
が
あ
、
臨

μ
用
仲
輔
の
市
民
プ

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
=
一
四
万
人
の
人
出
一
フ
ザ
前
か
ら
器
搭
小
学
校
前
ま
で
の
片

白
逗
雑
ぞ
縁
一
利
し
よ
う
と
、
観
光
客
の
悶
(
グ
リ
ン
ベ
ル
ト
東
側
〕
を
交
通

み
な
さ
ん
に
、
一
方
通
行
の
協
力
を
呼
規
制
し
、
二
車
綿
を
些
行
者
一
太
凶
と
し

ぴ

か

け

て

い

ま

す

。

て

開

放

し

ま

す

。

ιの
一
万
通
行
は
、
人
の
流
れ
を
駅

ζ

の
一
方
通
行
に
よ
り
、
今
ま
て
節

前
か
ら
災
挺
進
本
通
り
を
売
か
ら
丙
に
り
一
付
け
む
さ
杭
て
い
な
か
っ
た
海
岸
南

向
か
っ
て
流
し
、
市
民
プ
ラ
ザ
前
の
交
伸
縮
の
飾
り
付
け
と
、
問
打
町
通
り
の

接
点
か
ら
拠
出
体
調
伸
綿
〈
捕
前
コ
ム
前
竹
飾
り
の
掲
出
を
向
山
街
に
お
顕
い
す

か
ら
中
央
地
下
道
に
通
じ
る
道
路
)
を
る
と
向
時
己
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
や
大

通
っ
て
明
石
町
通
り
に
向
か
い
、
そ
れ
副
目
的
、
ま
た
工
業
開
偶
語
に
お
願
い
し

か
ら
駅
前
大
通
り
に
出
て
、
駅
前
に
も
て
、
竹
飾
り
の
掲
出
地
域
の
拡
大
と
五

ど
る
コ
l
ス
で
、
回
避
性
を
も
た
せ
た
実
を
凶
る
ζ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

中心街

中心街

中央公民館

市内

中心街

中心街

中央公民館

，t 'L，'在3
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γ

市
議
会
議
員
誕
単
棒
、
初
の
市
議
会
(
臨
時
金
〉
が
五
月
十
八
日
に
出
回

一
か
れ
た
。
今
議
会
夜
、
韻
闘
改
選
に
押
い
医
副
議
長
と
各
常
任
番
員
会

一
等
町
一
世
員
人
事
が
行
わ
れ
、
議
長
に
伊
藤
畠
禎
民
、
副
議
長
に
裕
涼
一

円
部
民
が
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
議
員
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
る
監
査
萎
員
に

は
、
木
村
勝
治
氏
が
選
在
さ
れ
た
。
一
方
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
麓
粟

v

は
、
専
決
処
完
の
承
認
や
工
事
請
負
担
約
の
鮪
結
な
ど
八
案
件
が
提
案
さ
一

れ
た
が
、
審
議
の
結
菜
、
原
搭
ど
お
P
可
決
さ
れ
た
s

一

長

範諸車窓議委員喪

鈴木金次氏

午
前

7
待
J
午
後
器
時

六
月
一
一
一
日
に
、
第
十
三
回
審
議
続

識
園
通
常
選
挙
が
公
示
さ
れ
、
六
月

二
十
六
日
が
投
票
日
と
な
っ
た
。
審

議
院
議
員
の
定
数
は
一
一
泊
五
十
一
一
人

で
、
こ
の
う
ち
三
時
む
と
に
半
数
の

百
二
十
六
人
が
散
選
さ
れ
る
C
と
に

な
っ
て
い
る
。
今
回
か
ら
議
挙
制
度

が
変
わ
り
、
今
ま
で
全
宿
区
立
選
ん

で
い
た
五
十
人
は
、
政
党
由
選
択
に

よ
る
比
例
代
表
制
に
よ
り
選
ば
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
事
た
、
地
方
区
で

選
ん
で
い
た
七
十
六
人
は
、
選
挙
寝

選
挙
と
変
わ
っ
た
が
、
能
渠
ど
お
D

候
補
者
偶
人
名
を
選
ぷ
C
と
に
な

る。⑧
比
例
代
表
選
挙

比
例
代
表
選
挙
(
比
例
代
謹
選
出

重量草寺蓄量床検査技量事の毒事主義

。勤務時間 7月 1月から9月初日までの8時30

分10'ら17時まで。

。応幕議格臨床検査技師免許をお持ちり方

Q応募方法履歴書と免許証を持葬のうえ、

6月25日までに市民病続庶務諜

EL 32-∞15)へ。

松
鼠
地
町
内
で
は
、
今
ま
で
投
議
所

と
な
っ
て
い
た
松
鼠
公
民
間
が
改
舗

の
た
め
、
六
月
二
十
六
日
白
書
議
院

選
挙
で
は
松
原
小
学
校
が
投
票
所
と

な
る
。
お
間
違
い
の
な
い
よ
ラ
に
。

県
が
地
域
甜
弔
問
施
議
と
し
て
獲
備
を
い
た
も
由
。
事
〈
の
利
用
者
か
ら
開
埴

滋
め
て
い
る
県
道
平
場
酔
勢
原
融
り
つ
が
雪
量
ま
れ
て
い
た
が
、
七
月
一
臼

ち
、
震
喜
重
舗
と
交
差
す
る
立
に
閉
事
J

る
は
己
ぴ
喜
D
、
喜
も

陣
地
す
議
が
完
成
暗
証
と
な
っ
た
c

「
揖
岳
地
下
道
」
と
名
付
ザ
ゃ
れ
た
。

今
ま
で
白
前
絹
踏
切
は
、
遮
断
時
間
な
お
、
部
倒
的
地
下
索
道
部
分
は
、

が
長
く
、
交
通
混
雑
ゃ
い
渋
滞
が
ひ
ど
い

γ
事
が
蝉
融
緩
苦
れ
る
の
で
、
当
分
自
聞

の
で
、
昭
和
五
十
一
年
度
か
ら
街
路
事
通
行
で
さ
な
い
e

む
な
態
を
。

業
と
し
て
党
体
交
差
主
事
に
着
手
し
て

市
臨
時
繍
談
窓
お
!
一
一
一
一
内
綴
一
一
九
三

O
A援
法
錘
相
級
一
6
月
幻
自
〈
冬
、

7
間
宮
田
ハ

5

0
持
率
緩
堀
融
制
お
時
1
日均時

。
一
肌
眠
法
議
談

7
R
7臼
(
答
、

7
月
刊
品
自
〈
市
。

予
約
制
〈
落
語
で
も
湾
〉
、
お
時
5
却
時

。
宅
地
獲
物
明
相
続

8
R
m
a〈
火
)
路
面
町
i
M油時

予
約
制
制
〈
噂
謡
で
も
可
〉

。
一
驚
詑
、
損
託
、
滞
緩
弱
滋

7
同月
8
口U
(

金
)
省
口
静
i
M却時

。
金
増
穂
酷

8
月
幻
自
〈
火
)
均
時
i
M岬蹴附

A
V
下
一
縁
取
引
椋
談

6
湾
訪
呂
〈
京
〉
問
時
時
部
分
5
施
時

。
定
制
年
品
積
融
制

7
月
H
H
〈
京
〉
均
時
j
話
時

。
一
睡
警
護
一
韓
日
〈
た
官
、
土
警
は
沼
樗
表
明
、
昨
日

璃
・
祝
日
は
焼
〈
〉

。
調
整
落
描
談

6
R
げ
臼
〈
傘
、
民
自
〈
傘
、

7
月
1

日
〔
金
〉
、
閉
山
時
i
話
時

。
唾
務
噌
索
特
許
泊
組
問

7
月
4
臼
(
刃
)
幼
時
1
お品吋

車
両
少
年
繍
談
愛
ハ
市
民
セ
ン
宇
4

一一港〉
孫
七
一
均
一
一
一

R
N
I
金
曜
日
9
時
1
話
時
土
曜
日
は
お
時
ま
で

福

祉

会

総

鈴

i
二
一
号
一
三

。
心
配
ご
と
蛸
相
談
持
一
週
斉
盟
臼
(
揮
忍
聖
除
〈
〉
ロ
時
1
路
時

。
帯
平
翁
桜
経
過
百
円
5
金
議
日
9
待

ftN時
ぬ
分

。
鞍
縫
兇
鍍
摺
談
毎
週
宵
月
1
金
鴨
田
9
時
1
M岬時

。
高
齢
者
畿
輯
摺
続
一
陣
選

H
i金
贈
白
9
時
間
制
分
3
日即時

土
醜
百
は
花
房
ま
で

〈V
老
人
抱
綴
日
毎
適
火
・
木
闇
門
口
〈
た
だ
し
、
損
自
の
場
合
は

休
み
)
午
前
ぬ
時

fmu時



J115B 基義難勧移管動

毎年、これから由寧宮部主〈光化学スモッグ、iJ'発生しや

すくなっている。県下では、すでに西湘地域、県央地域で

光化学スモッグ注意報が先令された尽がある。市環境保全

諜では、県大銘揮全諜と逮轄を密にし、未然に被害を防む

うと監視障制をとっている。みなさんも、光化学スモッグ

由被害にあわぬよう、

でろfh と
ぬわ窓今年

も
か
ん
が
い
期
章
容
え
、
農

業
用
ポ
怒
叩
へ
白
取
水
時
期
と
な
っ

た。
乙
れ
か
ら
用
水
絡
む
京
援
が
増
え

南
換
な
り
で
、
用
水
路
や
潟
水
堰
な

P
宇
一
子
供
た
ち
が
遊
ば
ぬ
よ
う
と
注

意
い
た
だ
き
た
い
。

つ
崇善公民館

須玉聖公民館

花水公民館

戸幡公民館

東中原集会所

士見 11富士見公民館 |凶豆町内会館
善|宮の前第3分elli
原 j 一一… i馬入消防署分自
港 代包街JJ.e.意図書館

ポ|海岸地区会館 |セブンイレブン

照之宮公民館 l大野公民館

南原公民舘 j中原公民察官
豊田公民館 | 一一
横内公民館 j神田公民館
誠島公民館 !大島霊童農センタ}

北日j自附会館 |宿税E寺公民館

金田公民主宮

片岡自治会館 !大部損下自治会館|

-旭北公民館 |組北公民館

こ技童公民館 i務沢公民館

Eま下言葉斉IJ数布認号室
6 fJ15臼花車台自治会
6 J'll6El 撫子原自治会
6 fll8日割防自治会
6月2!R-22宿

夕鶴ケ丘自治会

6月23bl 高摂台回特会
6月24日 千石間岸自治会
6月258 代宮町自治会、

札場横町自治会、

開口町内自治会

6月27日須賀ゴtE町自治会
6月28日根坂間自治会

8月29日出縄自治会

8月308-7月 1臼
公所自治会

7fl2日高視自治会、

万周到器問治会、

横浜ゴム徳延社宅

自治会

7月 46-5日間内自治会

7月7日-9日箆自治会

7月11臼-12日徳延自治会

7月13日 上山下自治会

7月13日-14日万回自治会

7月15日-168
下山下自治会

綴喜寺事量露の事事築

く〉清補作業員 15名
p 賓格と賃金大学生に照る。日額 5，問。円
。薬剤散布作難轟 4名

，賓格と舞金大学生に限るe 日額 5，5OC円
束期賠責主7月から8月末日まで

申し込み市販の履歴霊蓄を21臼までに職員課へ

とき 6月19臼〈
午前事時から〈小橋決行〉

当日は午前7時に花火で予告自由留

をしまず。ただし雨天侶湯合は中止

3膏縛するところ
。自宅付近の滋描

。広士覇、会盟理k子棋の遊び場

。会共の場所

わたしの的をみんなできれいに

平家市では、観光パス者利用して、市内の主な施設

者見学する、方艦誼見学噛を行っている。

む字希望田部品は、 6月初日までに申し込みを。

な布、償入者対象とした麓議見学金は、追って葬聾

するので、お持ちいただきたい。

く〉事煽趨務。晴内に在住、在学、昔望訪の方で構成する

問体。ただし、初揮司幻自窃揮を優先するので、委参加

受け付けは、



送
路
田
端
や
空
吉
地
な
P
」
に
宗
書
面
や
む
み
な
ど
を
捨
て
た
り
、
川
や
躍
に
汚
水
を
た
れ
流
す
ー
な
ど
、
私
た
ち

自
身
の
回
り
忽
活
環
境
を
こ
わ
す
人
が
訟
を
た
た
な
い
。
最
近
で
は
、
車
灯
や
ト
イ
レ
、
警
ポ
ッ
ク
エ
、

カ
ー
ブ
さ
ブ
!
、
公
酒
田
な
み
か
む
な
ど
長
共
施
設
を

ιわ
し
た
D
、
努
遂
の
点
字
プ
ロ
ッ
ク
の
上
に
物
音
麿
い

た
り
、
消
火
栓
の
前
に
違
法
駐
車
し
た
り
、
ピ
ア
ノ
や
ク
ー
ラ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
近
韓
騒
留
な
ど
、
他
人
的

迷
識
者
か
ま
わ
な
い
人
が
増
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ふ
だ
ん
質
的
つ
か
な
い
己
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
罰
院
D
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
麹
ら
れ
る
よ
う
、
各
部
門
か
ら
揖
記
り
の
と
態
克
を
い
た
だ
い
た
。
乙
れ
か
忌
皐
〈
な
る

時
期
な
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
注
態
で
さ
わ
や
か
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
お
互
い
に
気
を
つ
け
よ
う
。
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て E正な

童ぜ2

公
害
由
な
い
鐙
涙
だ
快
適
な
生
畜
環
は
特
に
「
公
害
事
犯
の
取
り
締
ま
り
」

境
に
す
る
た
め
に
は
、
市
民
自
み
な
吉
者
強
化
す
る
。

ん
一
人
一
人
が

w佳
品
よ
い
覇
境
H

n
き
れ
い
な
自
然
を
刊
す
る
M

心
が
け
が
⑧
ご
み
の
不
法
投
議
は

何
よ
り
も
大
切
。
ぜ
ひ
、
な
協
力
い
た
と
み
や
汚
水
は
、
適
毘
な
方
法
で
処

だ

苦

乏

い

。

分

在

し

な

い

と

悪

臭

や

ポ

の

汚

濁

、

大

欝
揮
で
は
、
慎
適
な
生
活
環
境
に
す
持
や
土
地
問
汚
染
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

喜
一
「
た
め
に
、
年
聞
を
通
じ
て
「
夕
日
i

汚

染

頚

設

が

発

笠

ず

る

。

市

民

の

み

な

る

。

一

人

一

人

が

回

り

の

人

々

に

、

給

部

制

泊

者

も

迷

離

を

か

け

な

い

よ

ラ

注

y
作

戦

」

を

実

施

し

て

い

る

が

、

六

月

さ

ん

も

次

の

点

に

と

注

意

を

い

た

だ

き

か

な

町

田

配

り

を

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

解

意

し

よ

う

、

院
で
き
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
箆
跨
よ
〈
ク
!
ラ
!
の
習
が
う
る
さ

寄

盟

百

ま

た

相

対

二

ノ

需

よ

く

ピ

ア

ノ

薬

品

主

工

事

?

を

す

る

な

ど

十

分

な

灯

簡

を

行

質

問

最

近

プ

}

ム

の

カ

ラ

オ

ケ

に

つ

い

と

露

に

な

る

が

、

ど

ん

芸

員

意
U
V
Y
3晶
q
p
L
Uド
イ
ノ
レ
匂
》

t

e

所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め
に
は
ど
一
フ
ミ
い
て
の
腫
音
対
識
は
ど
玄
つ
し
た
ら
よ
い
を
つ
け
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
一
か
。
畠
い
夏
も
も
う
一
間
近
。
子
供
た
ち
に
正
し
く
使
お
う
。

し
た
ら
よ
い
か
。
猿
栂
近
ご
ろ
、
ク
ー
ラ
ー
、
ピ
ア
ノ
か
。
害
暑
い
一
変
快
週
な
ク
ー
ラ
ー
も
隣
と
っ
て
も
楽
し
い
花
火
百
苧
節
と
な
っ
@
必
ず
京
を
用
意
す
る
。

防
犯
語
路
灯
は
、
夜
通
τ
行
ず
る
人
の
号
を
蕊
通
安
令
議
電
で
む
連
絡
を
。
書
世
い
は
ず
む
ピ
ア
ノ
抗
日
も
勉
長
し
等
に
よ
る
近
隣
騒
音
が
陣
頭
と
な
っ
て
菩
パ
!
や
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
歌
賞
信
で
近
請
に
迷
惑
を
か
け
る
乙
と
が
あ
る
。
た
。
②
花
火
を
人
や
撃
の
あ
喧

安
全
を
確
保
し
た
り
、
犯
罪
妨
止
の
役
た
だ
じ
、
自
柏
会
所
有
田
防
犯
灯
も
て
い
る
入
品
、
病
気
百
人
に
と
っ
て
は
、
い
る
白
他
白
騒
音
問
題
と
ど
ん
な
点
が
の
カ
ブ
オ
ケ
騒
音
防
止
の
た
め
、
営
業
メ
ー
カ
ー
聞
も
い
ろ
い
ろ
技
溺
開
発
し
し
か
し
、
醤
埠
、

ζ
の
時
期
に
な
る
け
た
り
、
燃
え
や
す
い
時

毘
脅
し
た
り
、
な
く
て
は
な
岳
な
い
重
あ
る
の
で
、
自
治
会
所
有
の
も
自
は
自
迷
惑
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
ピ
ア
ノ
違
っ
て
い
る
の
か
。
者
は
択
の
点
に
注
品
血
し
ょ
う
。
て
い
る
が
、
私
た
ち
も
択
の
点
に
注
意
と
、
花
火
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
故
が
発
で
遊
ん
だ
り
し
て
は
い
け
な
い
。

四
日
明
設
で
あ
る
。
い
た
ず
忌
は
や
め
雲
へ
連
絡
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
@
簡
君
、
択
の
よ
う
な
点
展
を
つ
け
筈
近
隣
騒
音
は
、
日
常
智
子

C
患

の

宅

言

雪

隣

近

所

に

し

よ

う

。

生

す

る

。

③

た

く

さ

ん

由

花

火

に

一

度

に

寄

っ

て
革
し
も
う
。
の
音
。
し
た
が
っ
て
、
隣
近
所
と
い
迷
感
を
か
け
て
い
な
い
か
確
か
め
る
。
①
鶏
入
す
る
と
き
は
、
販
売
信
や
ヱ
事
花
火
は
、
次
の
注
意
事
項
を
守
っ
て
け
る
の
は
危
段
。
花
火
は
一
本
ず
(

①
重
品
棺
げ
て
、
街
路
芸
品
差
①
で
苦
る
だ
け
士
宮
誌
に
も
れ
な
い
よ
う
限
ら
れ
た
範
函
の
問
題
と
し
て
扇
れ
@
窓
俊
一
重
に
し
、
出
入
口
の
ド
毒
症
と
よ
く
相
号
、
で
き
る
だ
け
喜

i
F

、

雪

い
で
ほ
し
い

e

E

、
警
警
や
向
き
を
尋
え
る
。
る

Eが
号
、
芝
、
一
人
一
人
が
し
っ
か

E
E信
し

よ

う

。

小

古

い

も

の

を

選

ぼ

う

。

爵

フ

物

埠

④

育

自

主

奇

襲

な

の

で

凡

②

樹

木

の

奪

還

者

晃

三

②

時

間

帯

に

気

を

つ

け

、

警

守

加

害

者

に

も

被

害

者

に

も

な

る

。

印

ボ

リ

ュ

ー

ム

は

外

に

音

が

も

れ

な

い

②

設

置

す

る

と

き

は

、

吹

き

出

し

口

の

主

F
山
初
心
W

ず
る
を
は
襲
。

ぎ

な

い

き

に

注

寧

し

よ

う

翼

す

る

よ

う

に

し

よ

う

。

盟

章

、

も

と

も

と

主

観

的

、

心

理

よ

う

に

調

節

し

き

。

方

向

を

工

夫

し

た

り

、

委

な

島

コ

J
込
/
九
持

m法
⑤
吹
き
出
し
、
主
上
仔
な
ど
の
四

書

評

が

つ

か

な

い

と

草

案

音

ペ

ダ

ん

を

使

っ

た

り

、

塁

間

的

要

素

か

か

ら

吉

宗

子

、

特

に

④

必

要

に

応

じ

て

、

需

に

害

対

龍

ン

ク

リ

l
ト

ブ

ロ

ッ

ク

の

一

防

車

室

戸

子

火

は

、

割

れ

な

い

よ

う

に

障

害

、

防

犯

露

話

翼

管

が

き

れ

て

い

に

調

整

し

て

も

ら

う

の

も

一

つ

白

方

法

議

警

に

は

己

の

首

選

く

み

ら

ヱ

君

臨

雪

。

け

た

り

し

よ

う

。

重

苦

音

で

一

堂

兄

君

警

の

ぞ

か

な

い

。

量

産

、

霊

主

ん

に

下

記

の

④

ど

う

し

て

も

大

差

重

出

し

た

れ

る

。

何

げ

な

い

専

ら

し

喜

志

の

室

署

長

ゆ

ら

れ

た

語

時

間

、

所

長

癌

を

か

け

て

い

な

い

か

確

か

め

水

⑤

賦

の

強

い

と

一

き

は

や

め

る

。

ラ
ベ
ル
カ
は
て
て
夜
品
目
で

J
f白
番

b
、
長
い
時
間
簡
#
持
す
る
方
は
、
防
音
人
に
述
惑
を
か
け
て
い
る
場
合
が
あ
音
盤
な
ど
を
守
ろ
う
。
る
記
躍
が
必
要
。
一
一
工
⑦
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
な
い
。

よ
匂つ

防犯街路灯

野

9 
ウ棒

、-

最
近
、
消
防
水
利
(
関
火
栓
・
消
防
①
間
紡
水
利
か
ら
瓦
対
以
内
に
駐
車
し

井
戸
)
の
前
に
違
法
駐
車
し
て
い
る
車
な
い
こ
と
。
消
防
水
利
の
場
所
に
は
栴

を
見
か
け
る
か
、
火
災
の
と
き
に
は
離
火
桔
弔
問
公
示
槽
と
回
開
示
し
ゅ
標
識
、

も
大
切
な
控
を
す
る
自
が
こ
の
潤
火
栓
ま
た
、
フ
タ
に
は
黄
色
。
塗
装
が
し

τ

と

輔

防

井

戸

。

あ

る

。

現
在
市
内
に
消
火
栓
は
二
千
四
百
八
③
情
訪
水
利
が
誼
墜
さ
れ
て
い
る
道
路

十
一
一
一
基
、
梢
紡
差
戸
は
ニ
百
九
十
六
基
が
暁
い
場
合
は
、
駐
車
し
な
い
で
い
た

あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
道
路
上
に
設
援
だ
き
た
い
。

さ
れ
て
い
る
。

橿
臼
乙
む
事
の
消
防
水
利
に
つ
い
て

h
f
γ
め

火
山
間
が
発
空
し
た
崩
合
、
緊
急
に
使
用
「
/
紛

で
き
る
よ
う
に
巡
回
し
、
維
持
管
理
を

J

晴
間
匂

仔
っ
て
い
る
が
、
最
近
由
調
査
で
直
立

つ
ζ

と
は
、
構
紡
水
利
白
上
や
間
近
に
湾
一
九
時

車
産
車
し
て
お
り
、
使
用
で
き
な
い
沼
山

状
揮
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
回
虫
博
一
ば

で
、
十
分
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

し

基金の白糠額は、 3年間で2億門。

基金から生み出された利子は、地域

主霊祉活動を進めるための福祉事業の

広い範囲に使fflされている。あなた

の養意を社会福祉基金にご協力を。

現在額 180， 728， 313門
(58年 5月18日現在〉

平理常社轟繍祉協器量告 書童謡 33-1377 

平理市曙祉部保藤牒 鍍怒 23-111l

京総パトロールです
市へ由む意気や饗謡、苦情などがあったらお気

較にお出かけを。

自丹30蔚

・lOp寺~12時富士見公民館

・14時-16U寺 l11l区町内会館
7月14段

'10待~12時宮の前消紡第3分間

・ 19持~21時祭蕎公民館
朝務担当広報課広務揮



IS龍った教案畳自分たちで溶捕。ききれいな床はさわやか

士
屋
の
山
間
地
、
人
の
あ
ま

D
通

ら
な
い
堵
L
、
と
み
が
い
っ
ぱ
い
措

で
て
あ
り
ま
し
た
。
古
く
な
っ
た
流

し
台
も
ゴ
ロ
5
0
地
主
白
人
が
立
て

た
看
板
が
印
象
的
で
し
た
。
「
む
み

を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ζ
己
は

山
相
で
す
」
。
観
光
地
で
よ
〈
見
掛

け
る
ス
プ
レ
ー
の
い
た
ず
ら
。
こ
れ

も
盛
っ
た
も
り
で
す
。
ま
た
、
走
行

中
自
ク
ル
マ
の
怒
か
ら
開
ふ
さ
山
や
み

か
ん
が
ポ
イ
と
投
げ
h
れ
る
風
震
に

も
よ
く
出
会
い
ま
す
。

駅
町
一
ホ
ー
ム
や
パ
ス
の
タ
l
ミ
ナ

ル
。
ラ
ッ
シ
ュ
の
債
は
、
タ
パ
コ
の

吸
い
殻
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

「
私
一
人
な
ら
か
ま
わ
な
い
」
と

か
「
す
こ
し
ぐ
ら
い
な
白
大
丈
夫
」

と
か
い
三
考
え
方
が
、
公
共
物
秒
援

し
、
衝
に
円
」
み
を
増
や
し
ま
す
。

こ
の
解
決
は
、
一
人
一
人
の
毛
一
フ

ル
に
期
掃
す
る
し
か
あ
わ
一
ま
せ
ん
。

自
分
白
己
と
だ
け
で
な
く
人
の
こ
と

塾
ぷ
〈
考
え
、
思
い
や
り
を
も
っ
と

乙
ろ
か
ら
モ
ラ
ん
は
出
発
し
ま
す
。

自
分
の
こ
と
だ
り
考
え
て
い
れ
ば
、

を
れ
は
、
エ
ゴ
イ
ズ
ム
で
す
。

モ
ラ
ん
は
、
人
聞
が
円
滑
に
社
会

主
落
者
L
て
い
く
た
め
明
、
自
分
自

聾
で
決
め
た
日
分
自
義
則
で
す
。

平
塚
は
、
私
た
九
の
ま
ち
。
み
ん

な
さ
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

知
内
d

19SI，I:，まちぐるみ大漕捕パスターミナ)C，パスが発車して残るのはタバコの吸い韓

く
り
教
室

。鱒減ケ1まブー}~

駅帯口1)>らパス2番鯖市内問0Jr市営プ}ノレ青山下車

。潟海海難公爵ブー)~
関上白パスで「沼南海揮公園J下車

。開設期間 7月1日~草月31S
今前1α時~午後4時30分

。入場料小中学生50円、高根生以上150月

国 7月 2Sから20Sまで学校京臨教室置が弱かれる

ので、袋持上む迷感をかけることがあDます。

む了震を。音量揖ケ丘プールは月~金曜日の午前

と午後、土曜臼の午前中。湖南海岸公園プ}ノレ

は、月~土躍日田午前中。

藷

2 第4月曜日
自由!こ前IJ，E耳で君ます。〈踊料跨放〉
開放穫密 卓球、ノミドミYトン、パスケット、
軟式庭球 CJ~4時〉、ノてレ- C4~8時〉
封書穣自とも、ラケット、シャトル、ポール

は必ず各自持曹を。 C捧育館には用意して
ありませんη。7fJの喜男放Ellま行毒事の都合!こよ
封、 18沼の1慢だけです
・5丹20ll(月〉午後 1 草寺~8時
・7丹188(月〉グ
運動白で古る服装で委参加し、

動ぐつを用意してください。

鎖さ話樟背輯 縄霊鑓31-3060 禁です。〉競技場内でむ散食は禁止です.



小説・文牢，~~~日~八一

桂島疑獄上、下 杉本苑子

影なき女 高木彬光

真説窓箆蔵 轟村誠一

紅い陽炎 夏樹静一子

懇霊白午睡 遠麗周作

恐怖由2時間処分 棚田邦間

惑の原生林 勝呂梓

若い蓋 三好京三

鴎日なき巡礼たち 黒岩雪量吾

ガラス自棺 山村莞紗

弓削道鏡 今東光

写書まぼろし 杉本章子

びいひやらどんどん 青島幸男

幻臓 西村寿行

聖護生活~日一一~一一
「細雪Jのきもの 市111 崖
ピヂオの講しみ方 野田一郎

スポ-yを撮る 白谷達也

スーパ}実戦テクニック青木功

社告副学、その他~、

民軌拒苔 山田和夫

技術革新田新海流 増田祐司

対比努丘詰 粕谷-4肴

コンピュータ史 ノj、照撒

企業主義白興隆 松本厚治

情報公開

1:r狭沼会

・7月 3日〈臼)10時、 14時 3熔ホール
Fアメ!)カの旅 1 ' Il Jカラー各部分
日本の品官費さんがヤYキ}ガ」ノレと友達に

な白、アメ立カ中世車で走る。 ζれまでとは

ー崎選ったアメyカを紹介する。

合レコードの重量し出し

7月 1日から、留費と同様に箆接苧にとっ
て選択できる関親方式によlJ、レコ~ドを貸

し出す.なお、レコ…同立熱に弱いので、箆

射白光の下ゃ、自動車町中に主主時銅盤かぬよ

うな割強もまた、使用後は、ク旦」ナーな

どできれいにして返却を。

・貰出枚数 1人 4柱以内

翠いすでも利用できます

車いすの方でも、図曹後宮を大いに利用して

いただこうと、車いずのまま盟主長広島幸設を昇

lJ時拐できる踏段昇降機・ステア}エイドを

備えてある。持軍軽にむ第鳴をt~
なお、とき来館の擦は、お手教でも 1覇軍玄関
ホ}ノレ右側にある専用電話で呼び出していた

だきたい。

会自然観察会「大山)11を訪ねて」

モミ原生林、大山111四八段滝など、丹沢の
生物と地買を観欝ナる。(雨天中止3
・日時 7月 3日(日コ 8時-17時
‘場所大山山霊童〈大山III~下社吋近〉

・申し込み 6月25日までに往復はがきで。
多数回ときは拾せんで割白人さまで。

会サ守一.tミナー募集
ノト・中学生を対聾に、 2治 3自由自然観轄
と、回捧生活酎体験する舎を線〈。

・期間 8月 90CVO ~8 月11 日仁木〉
・場所天揖湯ケ島町「昭和の謀、大11齢年
ャンプ揚J (静両県田方郡〉

(6) 

移動問書館あおぞら号

域島公氏館 I 6月1児6日 鉛日 7月M
誕湖I岡司暗公民館 : 6月1阻61，日1 30E日 7月14日
京金閏公民食館目 I 6月山 7f月l1i1 削
ふじみ里子札幌会所 6fC1l8fJ 7Ji2fl 16FI 
土躍小学校 : 6月2lli 7月 5H 19日
東吉沢公民館 : 6バ21H 7JJ5El 19け
東松延小学校 I 6月22日 7月 6臼 20日
金回小学校 I 6月23l'l 7月 7日 21日
出みずほ小学校 ! 6月23lJ 7月 7臼 21 旧
民万国貝塚市営住宅 i6J'!24fl 7]')8日 22日
龍王宮王 寺 i 6 H28日 7汚 12日
民豊田公民館 i 6 J"280 7月12日
民間村ちびっ子広場 ! 6月29日 7月間日 幻日

-開設時間 13時3日分 ~14時 30分 ζただし、ふじみ

野回地集会所は14時_...._，15時、国印は15時-16時J
-雨天のときは中止となる。む了京を。

-対象小苧校5年~中学校3年男女40人
・委参加費 9，80日間 〈往復パス代、貴費、宿
泊襲、探険制など一切を含む〉

・応募方法博鞭総受付に構えである「サマ

ーセミナ}家内醤Jをな裁のうえ、応募用
紙で申し込みを。なお、 60円切手を同封し
すマ セミナー案内書希望と記入のうえ申

レ込みいたず古ければ、折D返し多車内審をお

送りする。

相応募締め切lJ 7月 9臼(土J

会寄贈品コーナー

高潮寝苦コレクション由うち、約30.点を公
関する。

・期間 6月218(火)-7月初日 f土〉

女ブラヰタワウムの予約

骨胡務箇向けの投影

5 月21 臼 fJ~fo 7月14日まで由金醐呂を賠〈

耳目に、幼稚関Bll本向けのプラホタYヲムを
投影することになり、観覧予約を受け付けて

いる。希望される団捧は、博物館管理係へ申

し込みを。

Cjg室昨み中の鐙体投影
夏休み期間中、毎週水・木・土曜日の午前

中に、 20人以上の団体向けプラオ、タlJ7ムを
投影することになった。希望されるE主体は、
博物館管理係へ申し込みを。

ti休館自毎週月曜日、月末

会博物館干254浅間町立-41驚話33-5111

1:r挟E富のタベ「典子{ま今j

「人間には苧と足7)'2本ずつあったのだと
私がはじめて気が付いた白は5歳のときでし

たJ.y!)}'マイi'l1'¥'典子さんの生き揮を
とらえた「典子は今Jを上映する、嘉吉E納涼

映闘のタベ。雨天のときは会態内で開く。

e臼時 7月初日仁土)19時二-21時
-会場文イ包公翻 C金銭前コ
・対室長 →投。小、中学生は探護者間伴むζ

と E雨天のときは先着 160人コ
合体鵡尽毎週月曜日

食背骨年金錯

平254浅間前12-41 爾績32-7029



車態事畿診毒語句診議静

豊富会場探健センタ}

豊富受付 午揖1時-2時
翻母子健康手嶋本時・感情と軍記用

具を持事(31))月潟は本冊由み〉

[3か月:尾3
7月6日 58年 3月 1日~訪日生
7月初日 58年 3月11日-208笠
7月27日 58年 3月218-31日生
日韓見1
7月7日 55年 5月 1日-10日生
7月21日 55年 5月五日-208生
7月288 55年5月218-31日生

6丹カレンダ一、!この臼程表を見やすい所へ

いとう だいすけ

伊藤大輔ちゃん
古平壇市構内3148-5 社盟法人
日本自動車連盟厚木支部にお勤め

白伊藤文彦さん (29議日と審議さ
ん (24理〉由長男。現在5か月半
で身長65c盟、障重量 7，7kg、57母12
月29日生まno
早起き白大輔ちゃんは、毎朝5
時に起きるので、時計がわりです

とお母さん。お父さんとおふろへ

入るのを講しみにしている大輔ち

ゃんは、最近いたずらが激し〈、

テーブルのうえをよくかき回す。

鞍欝韓議離
密第1英語 0・3酪受ける
・対象 2歳 (24由明〉から4揖(48
か月〉までの幼児。なお、接種間婦

は 2問、 3回とも 3週間から8週間。

畿構2期 1闘受ける

・対象揮1期の 3田信'/Jl鰐わって

から1年以よ1年 6か月以内白期間
に受ける。なお、第1期を車めに受
けて、第2耳耳もなるべく 4歳までに

終了するようにしていただきたい。

[6 !'ll 

22日福祉品館、鍵課金館

出聾回公民館

23日 大野公民館、横内公民館、
R田北公民館

24日揮鍵センター、
);(中央瞳苗土沢支所

調対韓・初閲撞舗当日に満3講を
経過して6離に達するまで由乳児
( 1週間の間隔で 2回受ける〉
・追加昨年初回接種を完了した幼

児 (1@J) 

出 2年続けて接種しないと免疫がつ

かない。

車置 2盟問
[6月1
15日 神a公民館、出豊田公民館、
出掛島公民館

168 大野公民館、横内公民館、
京金田公民館

17日保健センタ}

〈募集'jT，J，応募》官製はがきに住所・父ほの民名・赤ちゃんの
名まえと生年月日・親の年齢・瞳話番号・父親の職業

を書いてお出しください。対霊泉は l年未満由赤ちゃんです。応募された
はがきは、毎月初日(20日潤印まで〉に締め切り、翌月色広報紙に掲載し
ますe 掲載した赤ちゃんには、記念写真と掲載広報紙10/ll陀差しあげま
す。 く今月の応葬者{ま19人でした〉
務晶て先・干254揖間的 9番 1号・平壇市広報課赤ちゃん葬襲館。

窓会場保健センター

箆受付午控1時-2時
欝母子鍵5量制樫本間，別冊と筆記用

具を持事

6月21日 56年12月2J1j-31臼生
7月5日 57年 1月 1R-I0臼空
7月12日 57年 1月118-20臼生
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一
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一
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ぼ
り
、
整
理
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決
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っ
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い
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争
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中
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ガ
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ふ
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・
か
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、
ス
一
ス
、
バ
イ
オ
リ
ン
、
大
人
用
剣
道
防
具

作
が
大
切
な
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で
あ
る
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と
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知
り
、
母
親
事
近
所
白
幼
児
に
声

脅
か
け
、
手
を
の
ほ
し
遊
ん
で
も

重
ら
お
う
と
す
る
。
人
か
ら
ほ
め
ら

「

れ

る

F得
意
に
も
な
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ま
た
、

一
陣
自
動
き
が
活
発
に
な
り
、
野
奇

、
心
も
強
く
な
っ
て
、
階
段
・
ピ
ニ

ザ

i
ル
苧
ポ
ッ
ト
な
ど
、
霊
な

物
が
危
険
に
つ
な
が
る
己
と
が
多

〈
、
防
止
舗
を
考
緩
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

赤
ち
ゃ
ん
の
、
む
子
供
の
注
意
を
う
な
が
す
乙
と

お
誕
生
白
色
ろ
の
蔀
ち
ゃ
ん
が
し
つ
け
に
な
る
が
、
た
だ
注
議

は
、
自
分
を
と
り
か
乙
む
人
と
む
ず
る
戸
げ
で
は
な
く
、
ほ
め
て
や

関
怖
を
理
解
し
ほ
じ
め
、
ま
わ
り
る
愛
情
が
し
つ
け
に
は
太
切
だ
。

自
社
会
へ
事
加
し
よ
う
と
す
る
e

こ
れ
は
、
賞
事
や
排
せ
つ
雪
も
同

そ
の
た
め
£
は
、
乙
と
ば
や
動
様
で
あ
る
。

生活関連物資傾格調査
調費生活モニター30人による 5月の平均価格です

粉石けん

合成涜斉j

砂轄

すラダ油

小麦粉

しょう手由

トイレット
t ・』司ノて」宇

豚 肉

鶏卵

プロパン
灯油

活品

ち
とき 7月16臼〔土〉
援の部午後1時部分~

夜の部午後6時∞分~

ところ市民センターホー)~
入場料 1.依刃向仁屋の部，aの圏在とも〉
i寅豊富 「おiまかさんJ
物語の内容

はるばるブラジス7l'bB本にやってきて、社企申
かたずみにうとめ〈人々のそばにたたずみ、荒れた

，むを和らげ、やがて、 l人四努者数うために綴目路
に消えて行〈フランス人ガストユイの人間盤整駒語。

問い合わせ勉域づ<!J諜〈内融264)

37事

林大縁{港小l年j

題進協金平境支部では、額際平和、国際協力老衰現したポ

スタ」とfI'文を葬祭している。

oテーマ ①軍縮と平和、③国務理解、思綴揺力、③留逮
③世界人権主主話、⑤泣界:コミュニケーション年、@役界の

人口、貴種、貴重罪、エネレ0¥"-問題、⑦公替、環境弱題

o種別・規格
・ポスター由部 a小中学生4;:1切、高校生半切

大学生'-;@畳間;:1，切または半切

'fF:立の部〈中学生のみ) 4(旧字詰原繍用紙3枚以内

Q鯖品切担 7月19日〈火〉

。応募先市地域づ<!J繋市民文化係へ
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4
動

犬、ねこの巡回収容
曙動物保護セYターでは、捨て犬、捨てね

ζ による申ら犬、のらねζ の増加と、犬ね己

による危警を防ぐため、今回も次の呂程でい

らなくなった夫、ね己申巡回収容を行う。

当日、犬をさ出される方は「印かんj r犬白
鑑札j r注射済禦j r愛犬宇頓Jを持参参のう
え会場へお出かけを.なお、収容車の停留時

間は10分間、またね乙ぽ牒袋かダンボール
暗に入れていただきたい.

7 !l2 S (土) 7月S段(土〉
9 '00 神田公民館 9 ， 00 松原公民館
9 '25 大野公民館 9 '20 須賀公民館
9 '50 豊田公民館 9 '40 花京公民館
10' 10 捗島公民館 10， 00 富士見公民館
10' 30 金田公民館 10， 30 中原止民館
10' 50 岡崎公民館 10， 55 旭公民舘
11'10 金自公民館 11 : 15 吉沢公民館

:E 
C解読は小学館引jr日本古典文学
会襲万票集jによった。コ

三嶋王撞i昌和松浦佐容媛歌一首

於貨が吉伎告示波研時太見受

佐容比売我 a，.L有理伎等致吉
民万i誼良揚満

令三島三E、桂こ松浦使用姫(まつ

らさよひめ〉む歌にi昌和する一首

音に理署き 自にはいまだ見ず

佐用姫が領布 Cひれ〉振白書と
ふ者松浦山、

君掛蒋Wf立、密を待っと松浦山

昭松とをかけた言葉。大惑はキう

わさは関いたが、自にはまだ見た

ことがない、領布空振ったという

君をまつら山は、である。

大住郡下には、本自槙閣ではただ

lJO'所の三宅郷や右大豆晴嵐武智

麻呂の食封である仲輔郷がある。

三宅3郷は、天皇の直轄地である
が、 lE税を収納する屯倉〈みやげ〉

それを管理草する働摂のあった所で

ある。そして、モの郷は市内八幡

在中心にした娘、前者から後者に

引き続いたも白と私は見る。

伸嶋郷も市域内とされている。

平揖市域は、こうしたζ とか争

しでも注目したい。

E文盟問井弘〉民指たずねは市

史繍さん裸 E密書聖書2-5843)へ

>47< 

今からでも中途加入ができるので、!f-めに

申し込んでし、ただきたい。

出iii;ii;;;ijiさ:siiiii;i
j??iii!?i?i i!?i1i顎ii iij iE 
Z?;iifi委員長註守字書50警2534di
詰許12
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???it 
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2会42誉23君主
幹霊芸当日き
、執手荒圭にス・市

詰iiE2長33
高童話支雪り22手
露主iESぷ為
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手喜善E皇宮芸者護
i議長号53宅安
八警福暴言育。品空

母i弓i!??

ii自♀:iZ霊z;;izii i高言22:i
;;iii!i!jjj iiii;!;11e 

jjz;iiiiH1iiiiiiiii;iif[鐙盟ijj
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。共滞掛盛大人4∞肉、老人等3∞円、小人 C中学

主主まで〉却昨司

官申し込み市内白金融機莞白窓口に申込曹が用意

しであるので、記入してその場で申し込める。

。見舞金の務求期締 事故箆主主的尽から1年以内

。必要な畿類 ①交通災害事共帯加入者証

@事故証明書 ③医締ゆ診断欝 @印鑑

事萌担当交通安全輯縁結23-1111

7月は愛の獄血助け合い運動月間

o巡回沼稜 6月17日 C金〉・ 21日仁火ト 22日
はり 1師時~15時横揖ゴム/6 月25 日〈土) 10 

時~15時なでしζ会館(なでしζ地区〉 重富士

見公民館〈富士見地区)/6月29日げて)1日時~

12!時パイロットブレシジョン・ 13時~15時パ

イロットプラスチック/7月 1日〈金コ・ 5日

E火)10時~15時東海大学

・七夕献血 7月 8B (金) 9 時~12時、 13時~

16時半部開部十字血液セジター仁羽田、ノj中学

校生徒は、血証E型無軒判定<1:受けられる〉

~一一ご協力ありがとうございましたー~一

東海大学689人、 4叫盟主電召守主主濁107人、掛着地区

82人、旭地区79人、なでしζライオンズクラブ11

8人、駅前233入、横出ゴムハマ次イト工場61人横

揖エイロタイツプ64人
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